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本研究は、化合物及び代謝物ライブラリーを活用したケミ
カルジェネティクスの手法により、エネルギー代謝、低酸素
応答、アミノ酸代謝、脂質代謝のそれぞれを制御する生体内
代謝物の探索を行うとともに、その機能解析を通して、多様
な生体内代謝物の知られざる活性調節機能を解明することを
目指すものである。 
本研究は、生体内代謝物が本来の代謝系以外に生物機能の

恒常性維持のために働くという、未知の重要な役割を解明し
ようとするものであり学術的意義が極めて高い。独自の生体
内代謝物ライブラリーを利用することにより代謝物の新たな
機能と活性発現機構が明らかになるとともに、新たな創薬標
的の探索や物質生産性の向上への応用展開が期待できる。 
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